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自　己　評　価　表 令和 元 年度 （H31年4/1～R2年3/31）

① 安心してのびのび遊べるこども A … 十分達成されている 80 ％ 以上

② 好奇心旺盛なこども B … 達成されている 50～80 ％

③ 自分で考え行動できるこども C … 取り組んでいるが、成果が十分でない 30～50 ％

D … 取り組みが、不十分である 30 ％ 未満

⒈ ①

保　育

②

③

④ 一日の流れは現行で良いか A B

⑤

C

⒉ ① 行事の種類や実施回数は適切か A A

行　事 ②

③ 保護者の願いや意見を取り入れているか B B

⒊ ①

環　境 B

②

A

③

B

⒋ ①

給　食 ②

③

④ アレルギー除去食の対応 A A

⑤ 衛生管理の徹底 B A

⒌ ①

情　報

② 個人情報の管理は適切に行っているか A A

⒍ ①

連　携

②

B

B

B

A

A

A

BB

B

B A

B

C

B

B

B

A

C

B

B

B

B

安心安全な食材にこだ
わり引き続き食の大切
さを伝えていく。

保育目標の具現化に努
めているが、さらに保
育過程の工夫を凝ら
し、子どもの意欲を引
き出すように取り組ん
でいく。

園
目
標

評
価
方
法

　こどもの活動や状態に対する評価と、保育士自身の保育や援助、環境設定等に対する評価を総
合的に判断して、年間に評価をお行う。

項　目 内　　容

食にちなんだ手遊びなど
も取り入れながら、楽し
い雰囲気で食事をすすめ
ていく

前期

発達や興味に合った遊び
を用意し、適切な言葉が
けを心がける。

日々の保育を振り返り反
省点を確認し、次の保育
に生かしていく

引き続き、子ども、保護
者、職員が楽しく取り組
める行事にしていく

感染症対策について、新
たな様式を踏まえて、環
境設定を考えていく

子どもの興味、関心を
引くよう環境を工夫す
る。

引き続き、安全点検を
行っていく

子ども、保護者、職員
が楽しく取り組める行
事にしていく

SNS等で園の行事を発
信していく

地域との連携を深め、
災害時協力できる体制
を整える

後期

保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態
を踏まえた重点目標を設定しているか

保育計画において職員全員が共通理解し
ている B

おたよりやホームページを通じ園の情報
を発信しているか

地域や保護者との連携を図ると共に園の
行事運営などに努めている

子どもの意欲を誘う保育や過程を常に工
夫しているか B

評価結果をもとに、保育の改善に努めて
いるか

行事の狙いを計画や実施に十分に生かし
ているか

保育士同士協力しあって保育にあたって
いる

子どもの成長に即した保育環境になるよ
う工夫を重ねている

施設の内外・設備等の安全点検を計画的
に行っている

遊具・用具など、活用しやすいように整
理、保管しているか

給食が楽しく食べられるように工夫され
ているか

食育を通して子どもたちが食に興味を持
てるようにしている

子どものサインを見逃さないようにして
いる



⒎ ① (園内) 計画、運営は適切か B C

研究 ② (園内)

研修

③ (園内)

④ (園外)

⑤ (園外) 研修内容を園内に還元しているか B D

⑥

⑦

B D

⒏ ① 係や仕事の分担・割り当ては適切か B B

経営 ② 職員の配置は、適材・適所か B B

組織 ③ 能率的、合理的な業務体制になっているか B B

④

⑤ 各種会議を適切かつ効率的に進めているか B D

⑥

B

⑦ 打ち合わせ回数、時間、内容は適切か B D

⒐ ①

保健

安全 ②

⒑ ①

子育て

支援 ②

☆総　評

保育全般については、概ね子どもを中心に考え取り組むことができたが、仕事の効率化、会議の
あり方、職員間の連携に課題が残った。次年度に向けて改善していく点である。

B

会議の回数、時間、内容
について効率化を図るよ
う検討が必要

保護者との日々のコミュ
ニ―ケーションの中から
気になるところをキャッ
チすることの重要性を伝
えていく。B

研修したことが日々の保
育に生かせるように努力
する

C

B

A

B

B

B

衛生管理について新たな
意識で取り組んでいく

B

B

積極的に研修会に参加
し、その成果を保育に
還元できるようにして
いきたい。又、自分の
保育やほかのクラスの
保育について意見を言
い合ったり、振り返っ
たりする時間をとって
いく。

仕事の効率化につい
て、各自が意識してい
くようにする。

危機管理の意識を高
め、とっさの行動がと
れるよう心構えをする

必要な時に適切な支援
ができるよう環境を整
えておく

B

B

B

B

A

他のクラスについて、疑問や感想・意見
を、お互いの向上のために、言葉にに配
慮しながら素直に述べる事が出来ますか

職務内容が明らかで、協働できる体制に
なっているか

職員相互がそれぞれ全体的立場を理解
し、協力や助言を惜しむことなく施設の
運営に関わっているか

避難訓練・交通安全教室を計画に基づい
て適切に実施しているか

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育
成の為、家庭への啓発を行っているか

気軽に保護者の相談にのり、具体的な支
援やアドバイスを行っているか

医療機関・児童相談所などの専門機関と
連携をとって必要な情報を提供している
か

B

B

B

B

研究の成果を日常の保育に生かし
乳幼児の育ちに反映させている

研究主題は保育目標の具現化につ
ながるものであるか

研究会・研修会・講演会への参加
体制の充実を図っているか

自分の保育を振り返り、問題点や課題を
見つける事が出来るか

研修日程、内容を早めに
決定し、職員が積極的に
参加できるようにする

後期前期
項　目 内　　容


